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特集　みんなで取り組む　地域共生・信州

被災者の見守り・相談支援を行う
「生活支援・地域ささえあいセンター」の

活動がスタートしました

長野県内に大きな被害をもたらした令和元年台風第19号。この台風災害
により、自宅が大きな被害を受け、住み慣れた地域を離れて避難生活を
送っている方、また、被害を受けた自宅の２階などに居住しながら不自由
な生活を送っている方が多くいます。長野県社協では「長野県生活支援・
地域ささえあいセンター」を昨年12月18日に開設し、このたびの災害の
被災地における「生活支援・地域ささえあいセンター」の設置、運営支援
を行っています。

千曲川

生活支援・地域ささえあいセンターの設置状況

中野市
R2 年 2月
上旬予定

飯山市
R2 年 1月
6日～長野市

R1年12月
19日～

佐久穂町
R2 年 1月
17日～

長野県生活支援・
地域ささえあいセンター
R1年12月18日～ 運営：長野県社協

被
災
者
の
状
況

長
野
県
内
で
の
住
家
被
害
の
状
況
は
、
全

壊
１
，
０
７
９
世
帯
、
半
壊
２
，
６
５
７
世

帯
、
一
部
損
壊
３
，
７
７
２
世
帯
で
、
避
難

状
況
は
、
応
急
仮
設
住
宅
の
建
設
型
に
入
居

さ
れ
た
戸
数
が
71
、
借
上
型
が
５
６
１
、
公

営
住
宅
は
２
１
８
と
な
っ
て
い
ま
す
（
県
災

害
対
策
本
部
員
会
議
資
料　
令
和
元
年
12
月

26
日
現
在
）
。
そ
の
ほ
か
親
せ
き
宅
等
で
生

活
さ
れ
て
い
る
方
、
ま
た
被
害
を
受
け
た
住

宅
で
そ
の
ま
ま
暮
ら
し
て
い
る
方
も
多
く
い

ま
す
。

避
難
先
で
は
、
慣
れ
な
い
土
地
で
の
生
活

不
安
や
孤
立
、
自
宅
が
あ
る
地
域
と
の
関
係

の
薄
れ
な
ど
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
一
方
、
自

宅
の
２
階
や
倉
庫
な
ど
で
い
わ
ゆ
る
在
宅
避

難
生
活
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、
す
べ
て
が
不

自
由
な
状
況
の
な
か
で
ス
ト
レ
ス
や
疲
れ
を

抱
え
、
冬
の
寒
さ
で
体
調
を
崩
さ
れ
る
こ
と

が
心
配
さ
れ
ま
す
。

長
野
市
生
活
支
援・地
域

さ
さ
え
あ
い
セ
ン
タ
ー
開
設

こ
う
し
た
な
か
、
長
野
市
社
協
で
は
12
月

19
日
に
、
「
長
野
市
生
活
支
援
・
地
域
さ
さ

え
あ
い
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
生
活
支
援

相
談
員
15
名
を
配
置
し
て
被
災
世
帯
へ
の
訪

問
活
動
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

建
設
型
の
応
急
仮
設
で
避
難
生
活
を
し
て

い
る
小
滝
さ
ん
は
、
生
活
支
援
相
談
員
と
の

会
話
の
な
か
で
、
自
宅
の
再
建
に
つ
い
て

「
ゆ
っ
く
り
と
考
え
て
い
き
た
い
」
と
気
持

ち
を
打
ち
明
け
て
く
れ
ま
し
た
。
生
活
支
援

相
談
員
の
横
田
暁
子
さ
ん
と
近
藤
美
佐
子
さ

ん
は
「
生
活
の
な
か
で
不
安
な
ど
が
あ
れ
ば

ど
ん
な
こ
と
で
も
お
話
く
だ
さ
い
ね
」
と
声

を
か
け
ま
し
た
。

訪
問
を
終
え
た
後
は
、
主
任
生
活
支
援
相

談
員
を
中
心
に
、
訪
問
で
気
に
な
っ
た
こ
と

や
気
づ
い
た
こ
と
を
共
有
し
な
が
ら
、
そ
の

後
の
支
援
方
針
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
っ

て
い
ま
す
。

生
活
支
援
相
談
員
の
米
山
秀
一
さ
ん
は
訪

問
先
で
、
片
付
け
は
終
わ
っ
て
い
る
の
に
、

仮
設
住
宅
か
ら
バ
ス
な
ど
を
乗
り
継
い
で
自

宅
に
通
っ
て
い
る
と
い
う
高
齢
者
の
お
話
を

聞
い
て
、
「
被
害
を
受
け
て
い
る
け
れ
ど
や 訪問活動中の横田さん（中央）と近藤さん（右）
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は
り
自
分

の
家
を
見

る
と
安
心

す
る
ん
で

す
ね
」
と

被
災
者
の

気
持
ち
を
受
け
止
め
て
い
ま
し
た
。

民
生
委
員
を
5
期
15
年
務
め
、
生
活
支
援

相
談
員
に
な
っ
た
熊
井
文
弘
さ
ん
は
、「
避

難
先
へ
の
訪
問
に
際
し
て
は
、
気
張
る
こ
と
な

く
、
被
災
さ
れ
た
方
の
そ
の
ま
ま
の
気
持
ち
を

受
け
止
め
る
と
と
も
に
、
地
元
の
情
報
を
し
っ

か
り
お
届
け
し
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

生
活
支
援
相
談
員
と
し
て
活
動
し
な
が

ら
、
仮
設
住
宅
な
ど
に
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え

た
花
を
届
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
し
て

い
る
松
枝
芳
子
さ
ん
は
、
「
被
災
さ
れ
た
方

に
は
居
場
所
が
必
要
。
住
民
の
方
が
寄
り
合

い
、
み
ん
な
で
楽
し
み
な
が
ら
茶
飲
み
話
し

が
で
き
る
よ
う
な
場
所
が
あ
る
と
い

い
で
す
ね
」
と
話
し
ま
す
。

発
災
直
後
か
ら
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
関
わ
り
、
現

在
は
主
任
生
活
支
援
相
談
員
と
し
て

被
災
者
の
支
援
に
尽
力
し
て
い
る
小

野
貴
規
さ
ん
。
「
住
民
の
方
は
、
被

災
前
に
あ
っ
た
住
民
同
士
の
関
係
が

薄
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
対
す
る
不
安
が
大

き
い
よ
う
で
す
。
避
難
先
で
は
、
慣
れ
な
い

場
所
で
の
生
活
で
気
持
ち
が
不
安
定
に
な
っ

て
い
る
方
や
不
眠
が
ち
に
な
っ
て
い
る
方
も

い
ま
す
。
今
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
人

と
人
と
が
つ
な
が
る
場
と
機
会
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
」
と
い
う
実
感
の
も
と
、
訪
問
活
動

だ
け
で
は
な
く
近
く
の
人
が
い
つ
で
も
寄
り

合
え
る
縁
側
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
て
い
こ

う
と
し
て
い
ま
す
。

飯
山
市
生
活
支
援・地
域

さ
さ
え
あ
い
セ
ン
タ
ー
開
設

台
風
に
よ
る
被
害
は
、
千
曲
川
の
上
流
域

か
ら
下
流
域
の
広
範
囲
に
及
ん
で
い
ま
す
。

下
流
に
位
置
す
る
飯
山
市
で
も
６
０
０

世
帯
の
住
家
が
被
害
を
受
け
た
こ
と
か

ら
、
1
月
6
日
に
飯
山
市
社
協
内
に
さ
さ

え
あ
い
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
さ
っ
そ
く

市
内
の
被
災
世
帯
を
生
活
支
援
相
談
員
が

訪
問
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
公
営
住
宅
で
避
難
生
活
を
し
て

い
る
高
齢
世
帯
を
訪
問
し
ま
し
た
。
ご
主
人

が
発
災
直
後
に
入
院
し
、
い
っ
た
ん
退
院
し

ま
し
た
が
、
そ
の
後
う
つ
症
状
も
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
再
び
入
院
す
る
こ

と
に
。
自
宅
は
住
め
る
状
況
に
な
く
、
公
営

住
宅
に
一
人
残
る
80
代
の
女
性
は
、
「
次
の

居
住
場
所
が
決
ま
ら
な
い
こ
と
に
大
き
な
不

安
を
感
じ
て
い
る
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
生

活
支
援
相
談
員
の
訪
問
を
心
待
ち
に
し
て
い

た
と
の
こ
と
で
、
誰
に
こ
う
し
た
不
安
を
打

ち
明
け
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
と
心

の
内
を
打
ち
明
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

被
災
者
の
状
態
の
変
化
に

寄
り
添
う
支
援

そ
の
他
の
地
域
で
も
、
1
月
17
日
に
佐
久

穂
町
で
、
そ
の
後
中
野
市
で
も
生
活
支
援
・
地

域
さ
さ
え
あ
い
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
被

災
者
の
見
守
り
や
相
談
支
援
の
体
制
を
構
築

し
、一
人
ひ
と
り
の
生
活
再
建
に
寄
り
添
う
活

動
を
行
う
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

被
災
さ
れ
た
方
の
心
身
の
状
態
は
、
生
活

状
況
の
変
化
と
と
も
に
様
々
な
不
調
に
つ
な

が
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
住
宅
の
再
建

へ
の
目
途
が
立
た
な
い
こ
と
、
地
域
と
の
つ

な
が
り
が
薄
れ
て
し
ま
う
こ
と
、
災
害
自
体

が
風
化
し
て
し
ま
う
こ
と
、
そ
う
し
た
な
か

で
季
節
が
巡
り
、
ま
た
大
雨
が
心
配
さ
れ
る

頃
に
抱
え
る
大
き
な
不
安
を
誰
が
受
け
止
め

る
の
か
。
生
活
支
援
・
地
域
さ
さ
え
あ
い
セ

ン
タ
ー
は
、
こ
う
し
た
巡
る
季
節
を
見
通
し

な
が
ら
中
長
期
的
な
視
野
を
持
っ
て
、
被
災

者
の
生
活
に
寄
り
添
い
、
「
復
興
」
と
い
う

言
葉
か
ら
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う
に

し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。

左から米山さん、松枝さん、熊井さん。一番右が小野さん

ボランティア活動も行う松枝さん

飯山市生活支援・地域ささえあいセンター
開所式

避難先を訪問する生活支援相談員

・慣れない手続きへの戸惑い
・地域とのつながりの喪失11-12月

・住居や日常生活を失う
・今後の目処が立たない10月

喪失感・絶望感・
不安感

批判・不満
物理的な孤立

・再建への選択
・被災者間の格差12-1月

迷い・悩み・
葛藤・焦り

・張り詰めた気持ちの途切れ
・災害の風化2-3月

心身の不調
取り残され感

・情報からの分断
・新たなコミュニティになじめない4-5月

疎外感
精神的な孤独・孤立感

・生活課題の複合化
・次の生活の見通しが立たない6-7月

生活意欲低下
あきらめ

被災による状態の変化
（東広島市社会福祉協議会『被災者ニーズの移り変わり』を参考に作成）

寒
さ
や
降
雪
へ
の
不
安

大
雨
へ
の
不
安
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ONE NAGANO 災害復興応援会議から

台風第19号災害から２ヵ月余の昨年12月18日、行政、社協、NPO等が共同で
「ONE NAGANO 災害復興応援会議」を開催しました。
長野市内の会場には200名を超える支援関係者が参加し、
災害復旧、復興に向けた思いを共有しました。

「ONE NAGANO」は、台風19号
災害への支援活動において官
民の支援者がそれぞれの領分
を一歩ずつ踏み出して、被災地
の問題解決に取り組む実践か
ら生まれたスローガンです。

「
も
う
こ
の
地
域
で
は
暮
ら
せ

な
い
と
思
っ
た
」

堤
防
が
決
壊
し
た
長
野
市
長
沼
地
区

住
民
自
治
協
議
会
の
柳
見
澤
会
長
は
、

発
災
後
、
水
が
引
い
て
初
め
て
自
宅
を

見
た
と
き
の
気
持
ち
を
、こ
う
表
現
し
ま

し
た
。

発
災
か
ら
1
週
間
ほ
ど
す
る
と
、
民

家
か
ら
搬
出
さ
れ
た
災
害
ご
み
で
地
区

内
が
埋
め
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。
ご
み
の
搬

出
は
行
政
の
業
務
で
す
が
、
未
経
験
の

大
災
害
の
中
、
搬
出
計
画
が
立
ち
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
行
政
・
社
協
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・

自
衛
隊
が
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
」で

連
携
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
を
借
り
て
災

害
ご
み
を
一
気
に
搬
出
し
ま
し
た
。

「
十
一
月
二
日
か
ら
の
三
連
休
で
地
区

内
の
景
色
が
一
変
し
た
。
復
旧
の
兆
し
が

初
め
て
見
え
て
き
た
」
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

へ
の
感
謝
を
口
に
し
ま
し
た
。

　「
住
み
続
け
ら
れ
る
長
野
に
」

５
万
人
を
計
画
的
に
募
集

発
災
当
初
か
ら
、
長
野
県
社
会
福

祉
協
議
会
の
職
員
は
、
被
災
市
町
村
に

散
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ニ
ー
ズ
を
把
握
、

十
一
ヵ
所
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
立
上
げ
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

県
社
協
総
務
企
画
部
の
山
﨑
主
任

は
、
長
野
市
の
甚
大
な
被
害
状
況
と
こ

れ
か
ら
冬
を
迎
え
る
季
節
を
ふ
ま
え
、

十
一
月
末
ま
で
に
５
万
人
規
模
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
力
が
必
要
に
な
る
と
見
通
し

を
立
て
、
地
元
長
野
市
社
協
の
ス
タ
ッ
フ

を
支
え
な
が
ら
サ
テ
ラ
イ
ト
（
現
地
活

動
拠
点
）の
確
保
、
地
元
区
長
等
と
連
携

し
た
マ
ッ
チ
ン
グ
の
仕
組
み
づ
く
り
、
重

機
等
を
扱
う
技
術
系
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
連
携

な
ど
に
奔
走
し
ま
し
た
。

「
沢
山
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動
す
る

こ
と
で
、
被
災
地
の
風
景
が
変
わ
っ
た
。

も
う
こ
こ
に
は
住
め
な
い
と
言
っ
て
い
た

住
民
の
方
が
、
住
宅
の
修
繕
を
考
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。
沢
山
の
人
が
力
を
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
住
民
の
選
択
肢
を
増
や
す

こ
と
が
で
き
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

長
野
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
は
、
今
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
制

に
移
行
し
て
、
復
興
の
長
い
期
間
を
支
え

続
け
る
予
定
で
す
。

「
子
ど
も
」「
居
場
所
」「
農
業
」

な
ど
多
彩
な
取
組
を
共
有

子
ど
も
支
援
の
視
点
か
ら
は
、
長
野

市
子
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち
フ
ォ
ー
ラ
ム

運
営
委
員
の
小
野
道
子
さ
ん
が
、
ま
た

被
災
地
域
で
の
居
場
所
づ
く
り
の
必
要

性
を
、と
よ
の
被
災
者
支
援
チ
ー
ム「
集

落
元
快
（
し
ゅ
う
ら
く
げ
ん
か
い
）
」
の

清
水
厚
子
さ
ん
が
、そ
れ
ぞ
れ
報
告
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
な
が
の
営
農
部
次
長
の

小
林
芳
則
さ
ん
は
、
信
州
農
業
復
興
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
を

紹
介
し
、
地
域
の
復
興
に
は
地
場
産
業

の
復
興
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
訴
え

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
地
元
主
体
の

活
動
を
一
歩
ひ
い
て
支
援

災
害
ご
み
の
搬
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

始
ま
る
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
」ム
ー

ブ
メ
ン
ト
。

そ
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た
災
害
Ｎ
Ｇ
Ｏ

結
（
ゆ
い
）の
前
原
土
武
さ
ん
は
、
被
災

地
の
復
興
に
向
け
、「
県
外
か
ら
応
援
に

入
っ
た
自
分
た
ち
は
い
つ
か
は
帰
る
存

在
」
と
し
、こ
れ
か
ら
は
、
被
災
住
民
自

身
が
活
動
の
主
体
と
な
る
よ
う
、「
一
歩

ひ
い
た
」
支
援
が
重
要
と
指
摘
。

そ
の
後
、
参
加
者
は
「
円
卓
グ
ル
ー
プ

会
議
」で
意
見
交
換
を
行
い
、
復
興
へ
の

想
い
を
共
有
し
ま
し
た
。

阿部長野県知事も参加して、円卓グループ会議
で意見交換

壮絶な記憶を語る柳見澤さん
（長野市長沼地区住民自治協議会会長）
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日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

全国200万人
加入!!

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険
http://www.fukushihoken.co.jp

Ａプラン Ｂプラン

350円 510円

500円 710円

基本タイプ

天災タイプ（※）
（基本タイプ＋地震・噴火・津波）

タイプ
プラン

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増引適用

ふくしの保険 検 索

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
営業時間：平日の 9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

保険金額保険金額 年間保険料（１名あたり）年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

の
補
償

賠
償
責
任

死亡保険金

Ａプラン Ｂプラン

6,500円 10,000円

65,000円 100,000円

32,500円 50,000円

5億円（限度額）

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

後遺障害保険金

入院保険金日額

特定感染症の補償

4,000円 6,000円通院保険金日額

300万円（限度額）

上記後遺障害、入院、通院の　
各補償金額（保険金額）に同じ

葬祭費用保険金
（特定感染症）

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術
保険金

（※）天災タイプでは、天災（地震、噴火ま
　　たは津波）に起因する被保険者自身
　　のケガを補償しますが（天災危険担保
　　特約条項）、賠償責任の補償につい
　　ては、天災に起因する場合は対象に
　　なりません。

保険金をお支払いする主な例保険金をお支払いする主な例

保険金の種類
プラン

〈引受幹事
保険会社〉損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課

ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3 を除きます。）

●このご案内は概要を説明したものです。お申込み、詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ●

平成31年度

〈SJNK18-13568　2019.1.16 作成〉

1,040万円 1,400万円
1,040万円
（限度額）

1,400万円
（限度額）

社会福祉施設
総合損害補償しせつの損害補償 インターネットで保険料試算できます

ふくしの保険 検 索

平成31年度

受付時間：平日の9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３

施設業務の補償プラン１１ （賠償責任保険、動産総合保険）

施設利用者の補償プラン 22
施設職員の補償プラン33
社会福祉法人役員等の補償プラン44

1 基本補償（賠償・見舞）
▶年額保険料（掛金）

基
本

補
償（
A
型
）
見
舞
費
用

付
補
償（
B
型
）

定　　員

基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

保険期間１年

老人福祉施設、障害者支援施設、児童福祉施設の

事故・紛争円満解決のため事故・紛争円満解決のためにに！！事故・紛争円満解決のために！
◆加入対象は、社協の会員である
　社会福祉法人等が運営する社会
　福祉施設です。

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た

　

　
　
　
　と

　

　
　
　
　
　
　

で
す
。

　
　
　
　
　

充
実
し
た
補
償

割
安
な
保
険
料

●このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容のお問い合わせは下記までお願いします。●

〈引受幹事
保険会社〉

受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3 を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７

●この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（賠償責任保険、医師賠償責任保険、個人情報取扱事業者賠償責任保険、普通傷害保険、労働災害総合保険、約定履行費用保険、動産総合保険、費用・利益保険）です。

基本補償（A型）

35,000～61,460円

68,270～97,000円

1,500円

1～50名

51～100名

100名以降1名～10名増ごと

〈SJNK18-12811 2018.12.28作成〉

▶保険金額

対人賠償（１名・１事故）

基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円

2,000万円

200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

2,000万円

200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

1事故10万円限度 1事故10万円限度

死亡時100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

対物賠償（１事故）

受託・管理財物賠償（期間中）

うち現金支払限度額（期間中）

人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）

身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）

被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故

お
見
舞
い
等

◆クレーム対応サポート補償（プラン1-①オプション4）改定

改定
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県社協情報局

長野県福祉サービス運営適正化委員会

ソーシャルワークの視点を持って苦情対応を

長野県福祉サービス運営適正化委員会 福祉サービスに関する苦情の解決や日常生活自立支援事業の適正な運営の確保
のため、各都道府県社協に第三者的機関として設置が義務付けられた委員会です。

福祉サービスを提供する事業者として、様 な々利用者の声（意見・要望・苦情等）を利用者本位のサービスにどうつなげていくか。
苦情対応のあり方などについて考える「苦情対応システム研修会」を県下２会場で開催しました。

長野県福祉サービス運営適正化委員会委員（苦情解決合議体委員）によるシンポジウム

『またか…』、『またあの人か…』といった態度で対応すると、その態度は言葉や表情に無意識のうちに現れ、利用者等はそれを敏
感に察知する。その時点で解決の道が閉ざされてしまう。苦情の背景には、その人なりの思いや不安、孤独感など様 な々感情や事
情があるはずである。表に現れる部分に振り回されず、どんな利用者等に対しても傾聴・受容・共感の姿勢を崩さずに苦情に至っ
た背景や経緯を理解しようとする努力が、解決への糸口となるのではないか。

繰り返される苦情への対応【小宮山直道委員】（社会福祉士）

……………………………………………主な発言内容……………………………………………

どんなに注意をしていても介護事故は起きてしまう可能性があることを想定し、法的責任の内容や判断方法を踏まえて対応策
を準備することが必要。最も大切なことは利用者や家族との「コミュニケーション」と「誠意」。日頃から利用者の状態や介護状
況を説明して理解を求め、事故が起きた場合は、直後から迅速に対応する。まず家族への連絡・報告と謝罪。法律上、「謝罪
すること」と「法的責任を認めること」は別問題である。その後、事実経緯確認と原因究明を真摯に行い、確認状況や調査結果
は隠さず伝えることが大切。

介護事故への対応【神戸美佳委員】（弁護士）

一人ひとり考え方やペースや価値観は違う。決めるのは利用者と心がけ、関係者と連携しながら、焦らずに長いスパンで、その
方の歩調に合わせて、良いところ、頑張っているところを伝え、ねぎらい、その方を支える応援団になっていただきたい。

利用者を支える応援団に【岩田宜己子委員】（精神保健福祉士）

■「記録」は、具体的にどのような支援をしてきたのかなど、後に事実関係をはっきりさせる時に必要となる。何月何日に誰 が々ど
うしたか、どの様に言ったかなど、客観的な事実を正確に残していく。それをベースにしながら、苦情に対応していく。そういう習
慣を身につけていくことが、支援の質を高めることになるとともに、利用者だけでなく支援者も守っていくことになると考える。
■利用者本位のサービスの質を高めていくには、ケア技術の向上に併せて、利用者や家族等との関わり方が重要。そのために
は、ソーシャルワークの理論と技術がとても重要な部分になると思う。今後とも、ソーシャルワークの視点をもって、様 な々利用者
の声に応えていただきたい。

コーディネーターから【川島良雄委員長】（長野大学社会福祉学部 学部長・教授）
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毎週木曜日、上田市にある「信州うえだ中高生スペースC
コ ク ー ン
OCOON！」は、おけまる食堂に来る子どもたちでにぎわいます。

おけまる食堂は2018年6月にスタート。開始当初は児童クラブや小中学校にチ
ラシを配布。今では学区関係なく、ボランティア含め毎回35名ほどが集まります。

運営するおけまる食堂実行委員会の実行委員長は上田東高校JRC(青少年
赤十字)班の班長西澤さん。事務局代表はワーカーズコープ学習支援・子ども
食堂責任者の小林さん。長野大学社会福祉学部鈴木ゼミの学生も毎週ボラン
ティアに訪れます。

「子ども食堂の存在はテレビ等で元々知っており、関わりたいと思っていまし
た」と西澤さん。子ども食堂のことを知らない人もまだ多くいる現状を知り、「子
ども食堂やJRC班の活動をもっと浸透させていきたい」と話してくれました。

「子どもも大人もここに来ている時だけでも安心して過ごしてほしい」と小林
さん。「親御さんから悩みを相談されることもあります。それぞれの子育ての仕
方がありみんな必死。うまくいかなくても親のせいばかりではありません。親に
とっても安心できる場所になればいいと思います」

誰もがいつ来ても“OK” “○
マル

”で、ごは
んを食べながら自由な時間を過ごせる
おけまる食堂。

信州うえだを１人ひとりにあたたかい
陽のあたるまちにするべく、子ども食堂を
通じて地域づくりに取り組んでいます。

支える人を支える
中央共同募金会では、被災地で活動に取り組むボランティア団体やNPO等を

資金面で支援する仕組みとして、「災害ボラサポ（災害ボランティア・NPOサポート
募金）」を設置し、寄付金の募集と助成を行っています。

～災害ボラサポ・台風19号　災害支援団体への助成～
令和元年10月12日の台風第19号に伴う災害により、多くの人的被害や家

屋の倒壊等の被害が発生し、さまざまなボランティア団体・NPO等の支援活
動が行われました。「災害ボラサポ・台風19号」への応募は、ボランティアセン
ターの運営支援、被災家屋等の片づけ、被災者のための物資の運搬・仕分
け・提供、コミュニティ再建のためのサロン活動など多岐にわたりました。これ
らの活動団体への助成を決める運営・審査委員会において合計185件、２億
3,584万円（短期 98件 3,537万円・中長期 87件 ２億47万円）の助成が決定さ
れました。

これからの復興に向けて財源を必要としています
現在、頻発する災害により「災害ボラサポ」の財源が不足しています。被災

者・被災地支援のため、皆さまのご協力をお願いします。災害ボラサポに対
するご寄付は、税制上の優遇措置
が受けられます。詳しくは中央共同
募金会のホームページをご覧くだ
さい。

中央共同募金会
ホームページ

おけまる食堂
Twitter

事務局代表の小林さん（左）と実行委員長の西澤さん（右）

おけまる食堂実行委員会
Facebook

おけまる食堂　
～小中高生誰でも来られる地域の子ども食堂～

浸水した建物にて、床と壁を剥がし、床下の泥出しをする
支援活動。

長野市内にオープンした住民交流拠点・支援活動拠点
「まちの縁側ぬくぬく亭」
12の団体・法人が協力して運営。

 赤い羽根共同募金
-災害ボランティア・NPO活動サポート募金って？-

FU
ND

RAISING
資金確保術！

www.akaihane.or.jp/saigai-news/7471/
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●ご感想、お問合せ、
　掲載希望等は下記へ
　お寄せください。

長野県社会福祉協議会
総務企画部 企画グループ
TEL 026-228-4244
FAX 026-228-0130
E-mail kikaku@nsyakyo.or.jp

長野県
社会福祉協議会

長野県福祉研修
実施団体

きゃりあねっと

福祉・
介護べんり帖

信州福祉・
介護のひろば

webでもご覧になれます

『光』　アクリルガッシュ

作者：Ｈｉｓａｋｏ（ヒサコ） 54歳　
長野市在住

若い時に心の病を得てから、心の中を吹き荒れる嵐に翻弄され、他者との関係をうまく結ぶことが
むずかしくなり、社会生活が困難になってしまう。42歳の時から絵を描き始める。孤独な生活の中で
飼っている犬と向き合うことと絵を描くことだけが救いだった。2年前にその犬が亡くなり、真っ黒な絵
ばかり描いていたが、インコとデグーマウスを飼うようになってから、ようやく気持ちが落ち着きだし、
明るい絵が描けるようになったと作者は言う。この光はままならない心の病と向き合いながらの孤独
な生活のなかで、まさに作者の今の希望の光なのだろう。『光あれ！』

（ながのアートミーティング　取材）

「
子
ど
も
み
ら
い
応
援
団
」と
し
て
、豊
か
な
体
験

を
通
し
て
主
体
性
を
伸
ば
す
こ
と
を
大
切

に
、子
ど
も
の
可
能
性
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
、保
護
者

と
協
力
し
な
が
ら
教
育
・
保
育
を
行
う
サ
ン・サ
ン
こ
ど

も
園
グ
レ
イ
ス
フ
ル
塩
尻
。保
育
士
に
な
る
夢
を
叶
え
て

２
年
目
、子
ど
も
た
ち
と
共
に
成
長
を
続
け
る
上
條
妃

咲
美
さ
ん
と
保
科
茜
さ
ん
に
お
き
き
し
ま
し
た
。

Ｑ　

今
の
お
仕
事
の
内
容
を
教
え
て
下
さ
い
。

Ａ　

上
條
：
０
～
１
歳
児
ク
ラ
ス
を
複
数
担
任
で
見
て

い
ま
す
。小
さ
く
か
わ
い
い
身
体
を
め
い
っ
ぱ
い
使
っ
て

気
持
ち
を
表
現
す
る
姿
が
と
て
も
か
わ
い
い
で
す
。穏

や
か
な
声
掛
け
と
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
で
、安
心
で
き
る
環

境
作
り
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

保
科
：
３
歳
児
ク
ラ
ス
の
担
任
を
し
て
い
ま
す
。

自
分
で
で
き
る
こ
と
が
増
え
て
い
く
時
期
な
の
で
、一

人
ひ
と
り
の
育
ち
や
個
性
を
大
事
に
し
な
が
ら
自

立
を
促
し
、成
長
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

Ａ　

上
條
：
保
護
者
の
方
と
、必
ず
１
日
１
回
は
お
話

す
る
こ
と
で
す
。そ
の
日
の
様
子
や
で
き
た
こ
と
を

お
伝
え
す
る
こ
と
で
、信
頼
関
係
に
も
つ
な
が
っ
て
い

く
と
思
い
ま
す
。

保
科
：
子
ど
も
た
ち
は
先
生
の
事
を
よ
く
見
て
い

て
、似
て
く
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。子
ど
も
た
ち
が
ど

う
育
っ
て
欲
し
い
か
を
考
え
な
が
ら
、お
手
本
に
な
る

よ
う
な
振
る
舞
い
を
し
よ
う
と
心
掛
け
て
い
ま
す
。

Ｑ　

福
祉
の
道
を
目
指
す
人
へ一
言
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ　

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
間
近
で

見
ら
れ
る
仕
事
は
他
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。か
わ
いい
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
や「
先
生
大
好
き
！
」と
特
別
な
存
在

と
し
て
慕
わ
れ
る
こ
と
、保
護
者
の
方
か
ら
頼
り
に
さ

れ
る
こ
と
は
と
て
も
嬉
し
く
や
り
がい
を
感
じ
ま
す
。

「
上
條
さ
ん
は
、保
護
者
や
他
の
先
生
と
良
い
関
係
を

築
き
な
が
ら
保
育
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。上
手
な
歌
声
が

聞
こ
え
て
き
ま
す
よ（
笑
）。保
科
さ
ん
は
、子
ど
も
た
ち
の

個
性
を
大
切
に
し
な
が
ら
見
通
し
を
も
っ
て
頑
張
っ
て
く

れ
て
い
ま
す
」と
園
長
の
宮
越
先
生
も
評
価
し
て
い
ま
す
。

二
人
の
成
長
の
裏
に
は
、経
験
豊
富
な
先
輩
先
生
の
力

強
い
サ
ポ
ー
ト
と
、期
待
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

続
き
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

毎号福祉の現場に新しい
風を吹き込むスタッフをご紹介します。

社会福祉法人 サン・ビジョン
サン・サンこども園グレイスフル塩尻（塩尻市）

保育士 上條妃咲美さん（左）
保育士 保科　茜さん（右）

webでも
ご覧になれます

子どもたちが笑顔で過ごしてくれることが
私たちの喜びです。

子どもたちの様子を保護者の方に伝え
る工夫が園内にはいっぱい。

一人ひとりの個性に合わせて日々の保
育を工夫しています。

やさしさ、かしこさ、たくましさ「やかた」づ
くりが私たちの目標。

8


